
 

 

 

 

 

 

 

 

  ８月１日から夏休みが始まりました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、臨時休校が

ありましたので、例年より15日ほど短く、何かと制約のある生活ではありますが、この夏休みに、

子どもたちの心の中に、すてきな思い出ができることを願っています。 

さて、今回の教室便りは、ことばについてのお話です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえば、サ音でもタ音でもラ音でも、母音の口形はみな同じア音の口形です。  

同じ口形で、それぞれちがった音になるのは、 

 

 

 

の三つを変えて発音するからです。①・②・③の学習を進めても、後に続く母音があいまいで

すと難しくなります。したがって、いつも正しい口形で発音できるように、根気よく練習するこ

とが大切になります。  

 

発音をきれいにするには 

正しい口形は大切です。  
鏡の前で、歯磨きの前などに２～３分、「あいうえお」の練習を続けると、口形が整い、発音が

わかりやすくなります。  

「継続は力なり」ぜひ実行してみて下さい。  

きこえとことばの教室で学習したことを、ご家庭でも取り組んでいただきますと、効果は倍増で

す。親子で楽しみながら、お風呂タイムや歯磨きの前などのわずかな時間にでも、取り組んでみて

はいかがでしょうか？  

では、実際にどのように動かすか練習してみましょう！  

 

 

 

 

 

         佐世保市立清水小学校 きこえとことばの教室 No.１２ 

「すべての発音の基本は母音です！」 
日本語の音には、ほとんどに母音（あ・い・う・え・お）がついています。 

そのため、母音を正しく覚えて、きちんと使えるようになると、発音が明瞭に

なり、会話全体にもよい影響がでてきます。 

① 口の構え（唇の開閉など） ② 息の出し方（鼻や口から） ③ 舌の動かし方 



きこえとことばの教室での順番は、口の開き方によって、「あ・お・う・え・い」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あごは、まっすぐおろします。 

口角（口の両端）も片方だけ

が上がったり、下がったりし

ないようにしましょう。 


